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町
で
は
、
地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
に
伴
い
、
町
民
の

防
災
知
識
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
、
防
災
に
関
す
る
町
民

行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し

ま
し
た
。

　
い
ざ
と
言
う
時
に
家
庭
や

地
域
で
何
が
で
き
る
か
、
何

を
し
て
お
い
た
ら
良
い
の
か

な
ど
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
家

族
等
で
話
し
合
い
、
自
分
た

ち
の
身
は
自
分
た
ち
で
守
る

と
い
う
意
識
を
日
頃
か
ら
持

っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
町
民
行
動
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
複
数
部
必
要
と
す
る

場
合
は
、
町
防
災
対
策
担
当
、

町
民
課
、
国
府
支
所
で
配
布

し
ま
す
。

　
町
で
は
、
地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
に
よ
り
、
新
た
に
広
域
避
難
場
所

を
２
箇
所
（
大
磯
運
動
公
園
、
国
府

中
学
校
）、
指
定
避
難
所
を
１
箇
所

（
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
す
ば
る
）追
加

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
一
部
地
域
の
方
の

避
難
所
等
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
防
災
対
策
担
当

　
　
　
　
　

☎
内
線
２
４
１

広
域
避
難
場
所
及
び

指
定
避
難
所
を
追
加

日本NCR㈱大磯工場

大磯中学校

県立大磯城山公園

大磯運動公園

大磯ロングビーチ

国府中学校

平塚商業高等学校

平塚工科高等学校

大磯高等学校

大磯小学校

大磯中学校

国府小学校

国府中学校

福祉センターさざれ石

障害福祉センターすばる

名　　　称

名　　　称

高麗、東町、長者町、山王町

神明町、北下町、北本町、南下町、南本町、茶屋町、裡道、台町

西小磯東（JR東海道線以南）、西小磯西（JR東海道線以南）、

中丸（国道１号以北及び不動川以東）

西小磯東（JR東海道線以北）、西小磯西（JR東海道線以北）、馬場

中丸（国道１号以南かつ不動川以西）、国府新宿（JR東海道線以南）

生沢、月京、石神台、国府新宿（JR東海道線以北）

高麗（３丁目JR東海道線以北）

高麗（３丁目JR東海道線以南）

高麗（１丁目・２丁目）、東町、長者町

山王町、神明町、北下町、北本町、南下町、南本町、茶屋町、裡道

台町、西小磯東、西小磯西

中丸、馬場、月京、国府新宿

生沢、寺坂、虫窪、黒岩、西久保、石神台

災害時要援護者

災害時要援護者

対　象　地　区

地　区　名　等

広
域
避
難
場
所

広
域
避
難
場
所

広
域
避
難
場
所

指
定
避
難
所

指
定
避
難
所

指
定
避
難
所

を
作
成

町
民
行
動

町
民
行
動

    

マ
ニ
ュ
ア
ル

マ
ニ
ュ
ア
ル

町
民
行
動

  

マ
ニ
ュ
ア
ル

　大規模地震の時の延焼火災から身を守るための場所で、要避難地区に
設けている一時的な場所です。

広域避難場所

　被災により自宅等で生活できない方が一定期間入所するための施設です。指定避難所

※新たに、大磯運動公園と国府中学校が追加となり、これに伴い対象地区が一部追加及び変更となりました。

※新たに、障害福祉センターすばるが追加となり、災害時要援護者の方が対象となりました。 
※災害時要援護者とは、高齢者・身体障害者・知的障害者・精神障害者・児童・病弱者・乳幼
　児・妊産婦・外国人等の地震災害時に迅速かつ適切な避難行動をとることが難しく、また、
　必要な情報が得られないなど、災害時にハンディキャップを負う可能性の高い方をいいます。

平塚商業高等学校

平塚工科高等学校

大磯高等学校

広域避難場所
指定避難所

日本NCR㈱
大磯工場

大磯小学校

大磯中学校
※大磯中学校は両方の
　指定になっています。

※国府中学校は
　両方の指定に
　なっています。

福祉センターさざれ石

県立大磯城山公園

大磯運動公園

大磯ロングビーチ

国府中学校

国府小学校

障害福祉 センター
 すばる　

大磯
駅

広域避難場所広域避難場所
指定避難所指定避難所
広域避難場所
指定避難所


